
 
 
 
 
 
 
 
 １年間の学びの成果として 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和４年度 郡築小学校 学校便り  
 
 
 
 

重点目標：自分も人も大切にする笑顔いっぱい郡築っ子 

第１１号 
３月１４日発行 
校長 林 浩也 一歩前進 

★善行児童表彰 
 「もっとあいさつの響く学校へ」という６年生の
思いから、この 1年、毎朝校門前のあいさつ運動
を継続してきました。また、毎月全校に呼びかけて
「ぐんとまあいさつ隊」として地域においてもあい
さつ運動をしてきました。その取組に対して、市善
行児童生徒表彰委員会から表彰いただきました。

結果を伝えたところ、子供たちも大変喜んでいま
した。 
 郡築小のよき伝統として、今後も大切にしていき
たいと思います。 

★学習発表会 
 多くの保護者の皆さんの期待に応えるように、子供たちが精一杯表現する姿に、それぞれの学年としてのまと
まりのよさが見られました。きっと子供たちは緊張していたことでしょう。しかし、このような体験こそが子供たちを
伸ばすのだと改めて強く感じました。  
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ＳＮＳのこわさ・・・Part２【共育として】 
 

PTA主催の「PTA オンデマンド研修（メディア関連）」へのご参加ありがとうございました。保護者の皆様から

回答いただきましたアンケートを読ませていただき、自責の念に駆られました。 

私事ですが、長男が高校生の時、いわゆるスマホ依存状態になった経験があります。随分と親子げんかをした

ものです。次男は生粋のゲーマーで、これまたスマホを片時も放せない状況になり、某有名予備校に１年間入寮し

たことで、ようやくスマホの呪縛から逃れることができました。当時の予備校の先生曰く「入寮してくる学生の大半

がスマホ依存状態です。」とのことでした。おそらくこの１年がなければ勉強に身が入らず進学も難しかったので

はないかと思っています。現在高校生である娘は、スマートフォン購入時の約束を守らせていることで、何とか依存

状態にならずに現在に至っています。 

一方で、知人から先日次のような話を聞きました。 

「職場で１７時３０分頃になると同僚の人のスマホから毎日同じメロディーが流れるのだよ。何かと聞いたところ、

息子さんから『帰宅したのでゲーム機を使えるようにしてほしい』という連絡らしい。小学生もよく使っている某有

名ゲーム機の機能で、保護者がその使用について管理でき、使用時間も分かるらしい。」 

  あくまでも、保護者の責任でゲーム機を使わせているわけですから、お子さんのことを考えての行動に、感心し

ました。 

  保護者の皆様のアンケートを読むと、家族で話し合われたという事例が多くありました。子どもの思いを受け止

めつつ、保護者としての思いも伝え、保護者の責任で約束をつくり実行する。家族の絆を深めるきっかけとなった

のではないでしょうか。 

まさに、学校と家庭で共に子どもを育む「共育」のよい事例となりました。 

  情報機器は大変便利ですが、悪用したり、依存しすぎたりする、といった注意すべきものでもあります。私の失敗

例のようなことが繰り返されないように、お互いに、子どもたちのために、協働していきましょう。 

 

  先日配付しました「おひさま」（八代市教育サポートセンター子ども支援相談室便り）には、「スマホ適齢期と家

庭のルールづくり」と題して、ルールづくりのアイデアが示してありますので、参考になさってください。 

★４月の主な行事等 
10（月）始業式・入学式準備 11（火）入学式 17（月）家庭訪問①、18（火）全国学力・学習状況調査、家庭訪問② 
20（木）家庭訪問③ 21（金）家庭訪問④ 24（月）家庭訪問⑤ 25（火）家庭訪問⑥  
27（木）授業参観・学級懇談会・ＰＴＡ総会 28（金）ふれあい集会・歓迎遠足 
 
☆５月の主な行事等（案）・・・変更の可能性があります。 
  22（月）運動会の振替休業日 27（土）運動会 28（日）運動会予備日 

★読書のすすめ 
今年度の、郡築小における本の貸し出し数の推移で

す。 
11月の「読書週間」、2月の「図書クイズ」など、イベン
ト開催月は増加傾向にあります。 
また、3 学期から、毎週金曜日の朝の時間を読書の時
間に設定したことで、増加したことがわかります。学校評
価アンケートの結果から、家庭における読書機会につい
ては、低いままでした。 
次年度PTAと協力して、読書好きの子供たちを増やす
取組を行っていきたいものです。 

 


